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変形性関節症のない股関節痛に対する
鏡視下手術と術後リハビリテーションの実際

　変形性関節症のない股関節痛に対しては、今まで診断が難しく、患者に
痛みがあってもレントゲン写真で異常がないという理由で、放置されること
がしばしばある。近年、MRI及び超音波画像診断、さらには鏡視下手術の技
術が格段に進歩してきたことにより、病態の解明が急速に進歩してきた。そ
して、疼痛の原因を解剖学的レイヤー別で診断ができるようになってきた、
股関節唇損傷の原因である大腿骨寛骨臼インピンジメント(FAI)に対する股
関節鏡視下手術も安定した臨床成績を供与することが可能となった。さら
に症例数の増加により、股関節鏡視下手術の術後のリハビリテーションも安
全に遂行することが可能となった。
　本発表の目的は、股関節痛の診断と鏡視下手術の適応、さらに術後のリ
ハビリテーションについて解説することである。
　内容：股関節痛の原因として、解剖学的レイヤー別アプローチを行なって
いる。レイヤー１：骨軟骨レイヤー、 レイヤー２：不活性レイヤー、関節包
靭帯静的安定性に寄与する、レイヤー３：ダイナミックレイヤーは筋肉のレ
イヤーであり動的安定性に貢献する。そしてレイヤー４：神経メカニカルレ
イヤーである。身体所見、画像診断、超音波ガイド下関節内ブロックやハイ
ドロリリースを行い、器質的病変があるか、機能的な問題だけなのかを診断
する。手術適応として最も多いのが FAI に伴う股関節唇損傷である。
　股関節鏡視下手術では、インピンジメントがある骨隆起部分を切除して
形成し、インピンジメントを解消させる。関節唇を修復し、関節包を縫縮す
ることで関節を安定させることを目標にしている。手術視野を確保するため

に関節包を部分的に切離する。手術の最後に関節包を縫縮するが、術後早
期は縫縮部分を保護する必要があるため関節包の縫縮部への配慮が必要で
ある。術後は関節包の伸長ストレスを避けることが重要になる。当院では
腸骨大腿靱帯の伸長位である①伸展、②外旋、③内転を術後3週間は禁止
し、装具を装着する。日本シグマックス株式会社とともに開発した SU Hip 
Brace は、先に述べた動作(特に伸展・内転)を制限し、大転子を求心位へ
誘導する専用ストラップを備えている。これにより股関節の安定性を保
ち、理想的な肢位を維持することで、患者様に安心感を与えることがで
き、術後の入院生活、リハビリを進めていく中での不安要素を減らすこと
に貢献できる。当該装具は、股関節の脱臼予防にも有効である。具体的に
は、人工股関節置換術後や、人工骨頭置換術後などの脱臼リスクの管理方
法の一つとして使用できると考えている。
　術後のリハビリテーションは、Phase 1：保護期は、サーカムダクション
を行い癒着防止と、四つ這い動作による骨盤と脊椎の動作の獲得を開始す
る。Phase 2：安定期は、関節包や関節唇の治癒機転進んでいる術後一ヶ月
くらいから開始する。主に骨盤底筋を中心とする体幹筋力強化を中心と
し、歩行を安定させる。Phase 3： 筋力増強期、 関節可動域及び歩行機能
が正常に回復すれば、股関節周囲及び体幹筋力をさらに増強させる。
Phase 4：スポーツ復帰と進める。
本講演を通じて、股関節痛で困っている先生の診療の一助となれば幸いで
ある。
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         SU Hip Brace   エスユーヒップブレース / 股関節装具 SU 
適切な動作制限による股関節のサポートと装着時の快適性を両立した股関節装具

◉体型に合わせて調整可能な各種パーツ
◉装着感、快適性を重視したデザイン

◉股関節の屈曲、伸展を制限するアルミ製ヒンジ
◉股関節の不安定性を軽減する股関節ストラップ
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